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イツの Museum 白r Sepu1kra1ku1tur， 
Ohlsdorf墓地付設博物館，そして上海靖葬博
物館である。




museum.de/) 0 Arbeitsgemeinschaft Fried-





























白山人類学 16号 2013年 3月






























































































白山人類学 16号 2013年 3月
一つである『靖葬文化11(1999年 12月創刊)， 
靖葬学科叢書シリーズの出版の主力となる
などの学術研究の推進，および現代の葬儀サ
ービス指南や『中国靖葬イエロ一ページ』の
刊行などを新たな葬儀の情報の普及を精力
的におこなう上海噴儀文化研究所を擁して
おり，北京の民政部 101研究所や湖南省長沙
の民政職業技術学院と並び，中国の葬儀産業
発展に貢献してきた。上海菊葬博物館は，予
うした蓄積のうえに成り立っている。
この博物館の特徴は，なんといっても，上
海としづ移民社会の性格を反映した，近現代
の葬儀産業の発展史的な展示にあるといっ
てよい。一般的な博物館では，遠い過去の物
質文化が展示の中心となるのであろうが，上
海靖葬博物館では考古学的な発掘物や古代
の墓碑などふつうの博物館でみられる展示
は導入部分のごくわずかな一角にとどまる。
近現代時期に急速に発展した上海ならでは
の特徴として，所蔵，展示物の大部分は，こ
の 100年程度の歴史深度のものであり，なか
でも大量の写真や近現代の文書資料を駆使
した展示に圧倒される。加えて，現場で使わ
れていた歴代の遺体運搬車から事務机，茶壷
や木桶といったものまであらゆる物質文化
が一堂におさめられている。時期を近過去に
限定したことで，中国における葬儀がどのよ
うに変遷してきたのか，現在のわたしたちか
らみて「当たり前」である感覚を覆す，葬儀
の形成過程が如実にわかる仕組みになって
いる。この点こそ，本博物館のもっとも大き
な特徴であろう。近年，中国では，近過去の
写真集のブームや都市，生活環境の記録集の
出版など，急速に変化してきた生活を振り返
る懐古趣味的，ロマン主義的感情の流行がみ
られるが，ここでの展示もそれらと通底する
部分がある。
研究に関する視点、からみても，筆者自身，
こうした施設がなかった 10年ほど前に苦労
して文書館で目録化した行政文書が移管，整
理されていたり，戦前の日本人向け火葬場か
ら発展した噴儀館におかれていた日本の狛
犬が移動保存されている様子をみると，上海
ひいては中国の葬儀の変遷を理解するため
のデータ蓄積については，わずか 10年程度
の時間にもかかわらず隔世の感がある。
同時に，現在の葬儀産業に目配りした展示
を試みた結果，普段は知りえない，今日的葬
儀を支える技術や職種，人々の活動にも視野
が及んでいる点でも優れている(写真 4)。
これは，先に紹介したドイツの Museumfur 
SepulkralkulturやOhlsdorf墓地付設博物館
とも共通するが，文物などの価値があると認
められた物質文化を展示することにとどま
る博物館とは一線を画している。
このように，上海靖葬博物館は，私たちの
常識を揺るがすような興味深い展示がなさ
れている優れた博物館ではあるものの，残念
ながら，管理者によれば，この施設の訪問者
はほとんどいないとのことである。ドイツの
死に関する博物館を訪問した後でこちらを
訪れたため，それぞれの社会における死への
距離感を考えさせられることとなった。
以上，それぞれに特徴のある， 3つの死に
関する博物館を紹介してきた。
最後に，それらを踏まえて，日本の情況を
振り返ってみると，残念ながら，日本にこう
した施設があるとは聞かない，ということに
気づかされる。多くの博物館，資料館を擁立
する日本では，各地のそれら博物館や資料館
が，その展示の一角でそれぞれの地域の死の
変遷を扱っているのだろう。しかし，数少な
い筆者の経験からは，それらは過去からの連
続性を重視した，いわゆる「博物館的な」展
示であったように思われる。
官頭に挙げた諸研究が示すように，家族形
態や人生観，医療技術の発展や流行など様々
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な原因によって，死や生をめぐる社会状況は，
過去の拘束を受けながら，常に変化している。
近年，墓地や葬儀に関する多くの話題が取り
上げられることは，こうした関心が，生命倫
理と向き合う医師や看護師ら職業実践的専
門家，葬儀産業の発展に関わる現場の様々な
専門家だけではなく，広く多くの一般の人々
に共有されている現れと捉えることができ
る。そうであればこそ，死生学の形成にみら
れるような，学際的な探求のこころみが盛ん
におこなわれている日本にあって，この小文
でとりあげたような博物館があってしかる
べきであると，筆者は考える。
また，筆者の専攻である，人類学の社会的
実践のあり方については，学術的手法として
のフィールドワークの応用による学知の社
会還元など様々な方向が試みられているが，
隣接諸科学との協力のもと，資料，研究を蓄
積し，必要に応じたささやかな教育機能を兼
ね備え，展示スペースや小さな図書館を併設
する，誰もが容易に利用できる上述のような
施設の構築もまた検討されてしかるべきで
あろう。博物館のもつ意味は，それぞれの社
会で異なるであろうし，死の博物館は観光の
目玉にはならないかもしれないが，こうした
施設を通じて，私たちのもつ「当たり前」が
瓦解し，少し自由になることができるとすれ
ば，これはまさに人類学的なトピックとして
ふさわしいのではなかろうか。
付記:Museum fur Sepulkralkulturにっし、
ては， ドイツのおける死の研究の第一人者の
一人である NorbertFischer教授にご紹介し、
ただいた。 Ohlsdorf墓地付設博物館について
は， ドイツ在住の翻訳家である前田司1[子氏に
案内および通訳をお願いした。ここに記して，
感謝したい。
